
品川区オリンピック・パラリンピック学習教材「ようい、ドン！しながわ(１ ４年)」の作成・配布について

<配布時期> 平成３０年４月  
<配布対象> 区立学校の１ ４年児童 
<部   数>  約１万３千部 

◆目次
１ だれとでも仲良く  （ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの精神）
２ 品川区と関れんするきょうぎはどんなものが 

あるかな              （スポーツ）
３ 東京 2020 大会に向けて「もったいない」を 

なくそう               （環境）
４ いろいろな人にあいさつをしよう     （文化）
５ 齊藤せん手の１日          （スポーツ）
６ おもいやりとおもてなしのまちづくり  （環境）
７ 東京 2020 大会に向けて 今に残る品川の文化を 

調べよう               （文化）
８ 1964（昭和 39）年の東京オリンピックのころの 

生活について調べよう               （文化）
９ 楽しみだね 東京 2020大会 
10 東京 2020 大会の思い出 

◆インタビュー記事
 ◇ 小谷 実可子 さん（ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ･ｼﾝｸﾛﾅｲｽﾞﾄﾞｽｲﾐﾝｸﾞ） 
 ◇ 木村 潤平 選手（ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝ･水泳､ﾊﾟﾗﾄﾗｲｱｽﾛﾝ） 
 ◇ 田中 秋桜 選手（ホッケー） 
 ◇ 黒川 魁 選手  （ビーチバレーボール） 
 ◇ 齊藤 舞香 選手（ブラインドサッカー） 

 ※そのほか、学校関係者、地域の方、区役所の職員等
にも取材。 

品川区の全ての児童が東京2020大会に興味をもち、オリンピック・パラリンピックについての理解を深め、自分たちにできることを真剣に考え、
積極的に関わろうとする意欲を高めるため、本学習教材を作成した。特に、品川区の特色等をオリンピック・パラリンピックと関連付けて多数掲載す
ることで、東京2020 大会をより身近なものとして感じられるように配慮した。また、児童が主体的に学べるよう、興味をひく写真やインタビュー記
事を多く掲載したり、自分の考えや学習の感想などを直接書き込めるようにした。 

作成の趣旨 

各項目は、４ページで構成し、「気付く」、「知る」、「深める」、「まとめる」・「広げる」の順に学ぶことで、

オリンピック・パラリンピックについて興味や理解を深めることができる。
内 容

東京都や品川区が発行している

教材等との関連を示す。 ４つのテーマ（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの精神、ｽﾎﾟｰ

ﾂ、文化、環境）を示す。

配 布 
◆ 学校における活用…各教科や市民科の学習内容と関連付け学習する。特に、市民
科や生活科、社会科の学習等で活用する。 

           ◆ 家庭における活用…家族と一緒に読んで話し合ったり、「広げる」の課題に取り組
んだりすることで、家庭や地域への波及効果を高める。 

活 用 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ特別委員会資料

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ ８ 日 

教育委員会事務局  指導課 

学習の振り返りを記入

保護者と一緒に取り組めるような

課題を掲載

特 徴 

＜知る＞
オリンピック・パラリンピックに
関連する知識を身に付ける。 

学習が終わったら、シールを貼る。

＜気付く＞
写真を見て、考えたり話し合った
りする。 

＜深める＞
インタビュー記事を読んで、４つ
のテーマについてより深く学ぶ。 

＜まとめる＞
学んだことや考えたことを文章
やイラストでまとめる。 

＜広げる＞ 
保護者や友達と一緒に課題に 
取り組む。


